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2 ー 1 子どもの健やかな育ちと子育て支援の充実

担当課 こども育成課

担当課 こども支援課

【目　　的】
　子どもの健全育成のため、保護者が仕事などで家庭に
いない小学生を対象に、放課後等を安全・安心に過ごし、
多様な体験・活動を行うことができる場を提供します。

【実施内容】
　市内 11カ所で公立の児童クラブを開設しています。
平成 28年４月から放課後子ども教室「新柱沢さくらク
ラブ」が「はしらざわ児童クラブ」に移行しました。
　平成 28年度は、専門的な知識を有する民間業者へ子
ども達が快適に放課後を過ごせるプログラムの実践と
特別支援児童巡回指導業務を委託し運営をより充実さ
せます。
※開設時間　月曜日から金曜日
　　　　　　　児童の下校時間から午後７時まで
　　　　　　土曜日および学校休業日
　　　　　　　午前７時 30分から午後７時まで

【前年実績・効果】
　１年生から６年生 779人が登録

【目　　的】
　少子化を抑える対策として、多子世帯の育児に対す
る経済的負担の軽減を図ります。

【実施内容】
　第３子からの子どもの出産に際し、出産祝金として
ひとり 50万円を支給します。
○対象児
　�平成 27 年 4月 1日以降に生まれ、市内に住民登録
をした第３子以降の子ども
○受給対象者
　①�対象児の生まれた日の１年以上前から市内に居住

している保護者
　②世帯員に市税の滞納がないこと
　③�対象児を含めて３人以上の児童（20歳未満）を養

育していること

【前年実績・効果】
  支給人数　65人
　（平成 28年２月現在）

1 億 4,843 万円

3,750 万円

放課後児童健全育成事業

出産祝金支給事業

財源（万円） 市の負担 国・県の負担 その他
7,632 5,014 2,197

財源（万円） 市の負担
3,750

フリスビーづくりをする児童（かみほばら児童クラブ）

出産祝金第１号交付式

拡
充
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担当課 こども支援課 担当課 こども支援課

【目　　的】
　ひとり親家庭の自立を目的とした就業支援のため、就
業に必要な資格取得にかかる経費の一部を給付します。

【実施内容】
○高等学校卒業程度認定試験合格支援給付金
　・受講終了時給付金　対象費用の 20％
　・�合格時給付金対象費用の 40％（受講終了時給付金

と併せた上限 15万円）
○自立支援教育訓練給付金
　・�対象講座：雇用保険制度の教育訓練給付の指定訓

練講座
　・�受講終了時給付金　対象費用の60％（上限20万円）
○高等技能訓練促進費
　・�対象資格：看護師・介護福祉士・保育士・理学療法士・

作業療法士・調理師・製菓衛生師
　・訓練促進費（月額）70,500 円～ 100,000 円
　・修了一時金　　　　25,000 円～ 50,000 円

【目　　的】
　支援が必要な幼児に対して、健やかな発達を促し、保
護者が子どもの成長を理解し、地域で生活していくた
めの相談を行います。

【実施内容】
①�発達に障がいのある、または疑いがあるなど、子育
ての不安に対して相談や助言をし、安心して子育て
ができるようにサポートします。
②�発達障がい児をライフステージに応じて、切れ目な
く支援します。　　
③�幼稚園、保育園、こども園と、発達に障がいのある
幼児の受け止め方や関わり方などの研修会を開催し
ます。
④�関係する施設などと連携を図り、子どもにとって最
善の支援策を検討します。
⑤�障がい児に関する相談の総合窓口として、受給者証
の発行などを行います。

【前年実績・効果】
○相談件数　　約 140件
○相談総数　　約 950時間
○こども相談会（年間８日 16時間）

180 万円 990 万円

ひとり親家庭自立支援給付事業 幼児発達支援事業

財源（万円） 市の負担 国・県の負担
45 135 財源（万円） 市の負担

990

担当課 こども支援課

【目　　的】
　平成 27年度から子ども・子育て支援新制度がスター
トしました。伊達市でも、子育て中の保護者の不安感
や負担感を軽減するため、様々な地域子育て支援事業
に取り組んでいきます。

【実施内容】
○子育て支援センターの運営
　�梁川認定こども園内に、親子で自由に過ごせる広場
として市が運営する子育て支援センターを開設して
います。子育てに関する情報提供や相談の受付も行っ
ています。
○�こんにちは赤ちゃん事業
　�生後４か月までの乳児のいる家庭へ訪問し、情報提
供や子育てする環境の把握を行います。

【前年実績・効果】
○�平成 27年８月より市が運営する子育て支援センター
を開設
　のべ利用者数　1,663 人（平成 28年２月末現在）
　のべ相談件数　　44件（平成 28年２月末現在）

1,478 万円

子ども・子育て支援事業

財源（万円） 市の負担 国・県の負担
497 981

平成 27 年 8 月に開設した「伊達市子育て支援センター」

拡
充
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担当課 こども支援課

【目　　的】
　家庭や学校における子どもの適正な教育およびその
他家庭児童福祉の向上を図ります。また、児童生徒の
いじめや不登校、保護者等による虐待等の改善に向け、
学校や関係機関と連携して問題を抱える子どもの相談
支援を行います。

【実施内容】
　こども相談員４名を配置し、相談支援業務を行いま
す。また、要保護児童対策地域協議会のネットワーク
を活用し、児童虐待を未然に防ぐ取り組みを進めます。

【前年実績・効果】
　平成 26年度相談件数：107件
　平成 27年度相談件数：83件　　（１月末現在）

343 万円

児童虐待等相談事業

財源（万円） 市の負担
343

担当課 こども育成課

【目　　的】
　市内の幼稚園の教育環境を整備し、「３歳からの心の
義務教育」の充実を図ります。

【実施内容】
　幼稚園の運営および維持管理にかかる費用と認定こ
ども園へ移行した梁川幼稚園と月舘幼稚園の園舎を解
体撤去するための予算を計上しています。
○市立幼稚園の運営および維持管理費用（9園）
○私立幼稚園に対する運営費負担（2園）
○市立幼稚園解体工事設計業務および監理等業務委託
料
○市立幼稚園解体工事（梁川幼稚園、月舘幼稚園）

【前年実績・効果】
　3～ 5歳児、519人が幼稚園を利用しました。
（梁川幼稚園園児 91人含む。～ 8月 1日から梁川認定
こども園へ移行）

2 億 6,301 万円

幼稚園管理運営事務、私立幼稚園運営費負担金事務

財源（万円） 市の負担 国・県の負担
22,712 3,589

伊達幼稚園の園児
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担当課 こども育成課

担当課 こども育成課

【目　　的】
　幼稚園と保育園の機能をあわせ持つ施設の特色を生
かし、総合的に質の高い教育および保育を提供します。
私立の認定こども園に対しては、利用定員や入所児童
数に応じて国の基準により運営費を支給しています。

【実施内容】
　開園時間　午前７時～午後７時
　保育時間　保育標準時間　午前７時～午後６時
　　　　　　保育短時間　　午前８時～午後４時
　教育時間　�教育標準時間　午前８時 15分～午後１時

30分（園により実施時間が少し異なります）
※�上記保育・教育時間以外で、希望する場合は、開園
時間内での延長保育・預かり保育を利用することが
できます。　

【前年実績】
　認定こども園は、公立１園と私立２園の計３園です。

【目　　的】
　就労している保護者に代わって、家庭と連携をとり
ながら養育の補完と教育を行うことで子どもの最善の
利益を図っています。私立の保育園に対しては、利用
定員や入所児童数に応じて国の基準により運営費を支
給しています。また、特別保育事業に取り組んでいる
私立の保育園に補助金を交付しています。

【実施内容】
　開園時間　午前７時～午後７時
　保育時間　保育標準時間　午前７時～午後６時
　　　　　　保育短時間　　午前８時～午後４時
※�上記保育時間以外で、希望する場合は、開園時間内
での延長保育を利用することができます。
※�保育標準時間と保育短時間とは「保育を必要とする
事由」により区分されます。

【前年実績】
656人が保育園を利用しました。

5 億 8,100 万円

5 億 7,017 万円

認定こども園運営費負担金事務、認定こども園維持管理事業

保育所運営費負担金事務、私立保育園補助金交付事業、保原保育園運営維持管理事業

財源（万円） 市の負担 国・県の負担 その他
26,858 27,922 3,320

財源（万円） 市の負担 国・県の負担 その他
21,373 24,261 11,383

梁川認定こども園の園児

保原保育園の園児

拡
充
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2 ー 2「生きる力」を育む学校教育の充実

担当課 学校教育課

担当課 学校教育課

【目　　的】
　伊達市復興のシンボルとして、中学校吹奏楽部の強
化・充実を図り、音楽の力で市民が復興に向け勇気と
希望を持てるようにします。

【実施内容】
　中学校吹奏楽部生徒が東京藝術大学音楽学部の教員
や学生から定期的に演奏技術の指導を受け、その成果
を平成 28年５月 29日（日）に保原体育館において５
回目の合同演奏会として披露します。また、各地域で
開催されるイベント等において吹奏楽部の演奏を行い、
市民と音楽を通した交流を深めます。
　吹奏楽部のある６つの中学校を中心に、楽器の修繕
や補充を行います。※演奏会開催にあたり支援をいた
だいています。

【前年実績・効果】
　東京藝術大学音楽学部との交流活動を年５回開催。そ
の内の１回を合同演奏会として開催し、市内６中学校
吹奏楽部のほか、伊達小学校吹奏楽部、保原高等学校

【目　　的】
　小・中学校の児童生徒の知識や技能の習得と、思考
力や判断力、学習意欲などを育成し、「確かな学力」の
向上を図ります。

【実施内容】
①�学力の実態を分析し、学習指導改善に資するために、
全ての小・中学生を対象に学力調査を実施します。
②�６つの中学校区ごとに、小・中学校が連携して、児
童生徒の学力向上や生徒指導に取り組みます。

【前年実績・効果】
①�中学校区ごとに研究推進委員会を組織し、地域の実
態に応じて、義務教育９年間を見通した授業づくり
や生徒指導等の取り組みが充実しました。
②�小学校の国語、算数、理科において学力が向上し、
県学力調査では県平均を上回る結果を残しています。
中学校では、県平均との差が小さくなっています。

吹奏楽部、梁川交響吹奏楽団の３団体の友情出演、さ
らには伊達市楽友協会による合唱賛助出演により、来
場者数が 1,200 人を超えるほどの盛り上がりを見せま
した。

824 万円

644 万円

吹奏楽きらめき事業

小中連携学力向上推進事業

財源（万円） 市の負担 国・県の負担
319 505

財源（万円） 市の負担
644

第４回合同演奏会の様子

授業研究会の様子
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担当課 学校給食センター

【目　　的】
　小中学校、幼稚園の児童生徒の健全な発達のため、安
心・安全な食材を使って、バランスの取れたおいしい
学校給食を提供します。

【実施内容】
①年間平均実施日数
　※�小学校 185日　中学校 180日　幼稚園 125日
　　�１日当たり伊達学校給食センター 1,200 食　梁川

学校給食センター 1,400 食　保原学校給食セン
ター 2,900 食の給食を提供します。（※実施日数は
学校によって異なります。）　　

②�保護者からお預かりした給食費は、全額給食材料費
に使われます。
③�給食提供にかかる管理運営費（衛生費、燃料費、印
刷費等）、委託料などを支出します。

【前年実績・効果】
①�小学校 185 日　中学校 180 日　幼稚園 125 日（平
均日数）
　�１日当たり、伊達Ｃ 1,203 食　梁川Ｃ 1,450 食
　保原Ｃ 2,938 食の給食を提供しました。
②�小学校 1食 273 円　中学校 1食 315 円　幼稚園 1
食 273 円に給食日数分を乗じた額を徴収し、給食材
料費に全額充当しました。その他経費は市負担によ
り運営しました。

4 億 4,130 万円

学校給食センター運営事業

財源（万円） 市の負担 その他
16,546 27,584 

栄養教諭の学校給食訪問の様子

担当課 学校教育課 担当課 教育総務課

【目　　的】
　児童生徒の感性や想像力を豊かにする読書活動を推
進するとともに、学校図書館を積極的に授業に活用す
るため、学校図書館機能の充実を図ります。

【実施内容】
①�学校図書館に関する専門的な知識・技能を有する学
校司書を配置し、本の貸出業務、調べ活動に役立つ
資料の整備、読み聞かせの充実を図ります。
②�学校司書の配置は平成 26年度２名、平成 27年度２
名、平成 28年度２名の合計６名で、６つの中学校区
に１名ずつ配置しております。

【前年実績・効果】
　学校司書が配置された学校では、貸出者数が約２倍、
貸出冊数も約２倍に増えている学校があります。学校
司書がいることにより、借りたい本のことを相談でき
たり、司書から進んで声をかけたりなど、児童生徒の
興味関心が高まりました。

【目　　的】
　耐震性能が不足し、老朽化が著しい上保原小学校の
耐震化および施設の長寿命化のため、全面的に大規模
改修工事を実施します。

【実施内容】
○�改修工事期間中の仮設プレハブ教室の賃貸借【継続
事業】　
○�上保原小学校耐震改修・大規模改修工事
○�上保原小学校耐震改修・大規模改修工事監理業務委
託【継続事業・繰越】

【前年実績・効果】
○�上保原小学校耐震基本計画・耐震改修工事実施設計
業務委託　2,138 万円

1,448 万円 2 億 5,506 万円

学校図書館機能活性化事業 上保原小学校改修事業

財源（万円） 市の負担
1,448 財源（万円） 国・県の負担 市　債

3,036 22,470
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担当課 教育総務課

【目　　的】
　子どもたちの体力低下と肥満傾向解消のため、一年
を通して子どもたちが安心して運動できる機会を確保
する必要があることから屋内温水プールを福島再生加
速化交付金を活用して整備します。

【実施内容】
○屋内プールに係る消耗品・備品等の購入
○隣接駐車場整備

【繰越事業】
108,316 万円
○屋外プール解体工事（平成 27年度終了）　　
○屋内プール新築工事（平成 29年 3月完成予定）
 

6,108 万円

こども体力低下対策事業

財源（万円） 市の負担
6,108

配置イメージ図

2 ー 3 心を育む生涯学習の推進

【目　　的】
　土曜日を利用した体験活動の場を設け、児童の体力
向上など課題解決に向けた少年教育事業を行います。

【実施内容】
　小学生の児童を対象に、体育・文化活動を中心とし
た教室を実施します。

【前年実績・効果】
　９月～２月までの間に、スポーツ・レクリエーション、
昔話を聞く体験活動を行いました。
○スポーツ・レクリエーション　（７箇所）　97名
○昔話　　　　　　　　　　　　（６箇所）　43名
 

レクリエーション体験（粟野小学校会場）

担当課 教育総務課 担当課 学校教育課

【目　　的】
　いじめや不登校をはじめ様々な生徒指導上の課題解
決を図るため、専門員を配置します。

【実施内容】
①�スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカー
の配置　
　�　様々な生徒指導上の課題を解決するために、豊富
な知識と経験のあるスクールカウンセラーを配置し
ます。また、スクールソーシャルワーカーを配置し、
福祉的な支援方法を取り入れ、指導援助の充実を図
ります。
②�適応指導教室（あおば教室）の設置
　�　様々な理由で登校できない児童生徒が、学校へ復
帰することができるようにするため、適応指導教室
（あおば教室）を設置しています。一人ひとりに応じ
た学習の進度で学ぶことができます。

【前年実績・効果】
①スクールカウンセラー・・・・・・・・17名
　スクールソーシャルワーカー・・・・・２名 　　
②適応指導教室（あおば教室）指導員・・３名

73 万円 2,105 万円

いきいき土曜日体験活動事業 教育相談事業

財源（万円） 市の負担
73 財源（万円） 市の負担 国・県の負担

164 1,941
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担当課 教育総務課

担当課 教育総務課

担当課 教育総務課

【目　　的】
　教育委員会および地域自治組織等で実施する社会教
育事業、生涯学習事業等全般にわたって、専門的に担
当するため知識や経験を有する指導員を配します。

【実施内容】
　講座運営や生涯学習事業全般についての助言・指導
を行います。
　地域自治組織の生涯学習推進の支援にあたります。

【目　　的】
○�社会体育施設の維持管理を行います。

【実施内容】
○社会体育施設の修繕、工事等
○その他スポーツ施設の維持管理
○梁川屋外プールの修繕
　

【目　　的】
　市内スポーツ施設の一元管理に民間手法を導入し、効
率的な管理を指定管理者に委託することで、市民がス
ポーツに親しめる環境づくりを行います。

【実施内容】
　市内 17 カ所の社会体育施設の管理運営を伊達市ス
ポーツ振興公社に委託します。

【前年実績】
　一般財団法人スポーツ振興公社に体育施設の業務委
託を行いました。
※�保原総合公園も、一般財団法人スポーツ振興公社に
指定管理を委託しています。（担当課　都市整備課）

1,075 万円

3,561 万円

9,313 万円

生涯学習指導員配置事業

体育施設維持管理事業

スポーツ施設指定管理事業

財源（万円） 市の負担
1,075

財源（万円） 市の負担
3,561

財源（万円） 市の負担
9,313
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担当課 市立図書館

【目　　的】
　本やＣＤ、ＤＶＤなどの貸し出し、図書資料の閲覧、図書資料複写サービス、情報提供など多くの方が利用する
市立図書館運営を目指すとともに、読書ボランティア・学校（学校司書）と連携しながら、子どもの読書活動推進
を図ります。
　また、身近に図書室がある環境づくりのため、中央交流館図書室の環境整備に努めます。

【実施内容】
○おすすめの本やテーマを決めた本の展示
○夏休み・冬休み映画会の開催
○読み聞かせ
○見学や中学生職場体験の受入

【市立図書館・中央交流館図書室の状況】　　　　　　　　　　　　　　（平成27年4月～平成28年3月15日現在）
施設名 蔵書冊数（一般書） 蔵書冊数（児童書） 貸出冊数 利用者数

市 立 図 書 館 57,213 31,106 104,927 107,022
保原中央交流館図書室 21,231 12,073 21,146 

（入館者数計測機を設置していない）梁川中央交流館図書室 8,795 6,773 2,447 
霊山中央交流館図書室 7,724 6,636 1,794 
月舘中央交流館図書室 3,678 4,394 1,018 

合　　計 98,641 60,982 131,332 

1,406 万円

図書館運営事業

財源（万円） 市の負担 その他
1,403 3

2 ー 4 文化財の保護と芸術文化の振興

担当課 文化課

【目　　的】
　開発などにより失われる伊達市内の貴重な遺跡を記
録・保存するための発掘調査を行います。また、梁川
城跡の詳しい内容を把握するため調査を継続していま
す。

【実施内容】
　市内各地で行われる開発工事に伴い、遺跡を保護す
るための発掘調査を毎年十数件実施しています。
　梁川城跡は室町時代から戦国時代にかけて伊達市の
本拠地でした。過去の調査から庭園を備えた館の様子
が明らかとなり、周辺に武家屋敷が設けられたことが
分かっています。平成 24年度から本丸跡北東に位置す
る南町頭地区で調査を続けています。

【前年実績】
　梁川城跡南町頭地区の調査を実施し、武家屋敷や寺
院の広がる範囲を確認しました。

　梁川地区の梁川八幡神社で発掘調査を実施し、室町
時代の参道跡などが確認されました。
　伊達地区の金秀寺遺跡で発掘調査を実施し、縄文時
代の貯蔵穴や多量の縄文土器が確認されました。
　この他に市内で 12件の発掘調査を実施しています。

2,376 万円

埋蔵文化財保護事業

財源（万円） 市の負担 国・県の負担 その他
1,611 500 265

出土した縄文土器（金秀寺遺跡）
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担当課 文化課

【目　　的】
　伊達市に残された貴重な文化遺産を後世に伝えるた
め、文化財の保存管理を行います。

【実施内容】
　伊達市に残る文化財の保護や管理に努めます。
　○文化財保護審議委員会の開催
　○指定文化財の保護活動
　○養蚕関係用具の収集、整理
　特に市の特色である養蚕については、用具類の国重
要有形民俗文化財の指定を目指しています。

【前年実績】
◯文化財保護審議会を開催しました。
◯�養蚕関係用具の実測と台帳作成の作業を進めました。
また施設の一部に解説のための展示室を設けました。

1,357 万円

文化財保護事業

財源（万円） 市の負担 国・県の負担
1,057 300

養蚕資料の展示風景

担当課 文化課 担当課 文化課

【目　　的】
　平成26年 3月に国指定の史跡となった「宮脇廃寺跡」
を将来に伝えていくための保存管理計画書を作成しま
す。

【実施内容】
　霊山地域に残る「宮脇廃寺跡」は、伊達氏が再興し
た「霊山寺」の跡と考えられている場所です。伊達氏
と室町幕府とのつながり知る上でも貴重であり、東北
にもたらされた北山文化の様子を知るうえでも重要な
ことから、平成 26年 3月に国の史跡に指定されました。
26年度から、適正な保存と管理を目的に「保存管理計
画書」の作成を継続的に行なっています。　

【前年実績】
　有識者の意見を得ながら管理を進めるために伊達市
宮脇廃寺跡調査指導委員会を設置しました。

【目　　的】
　市内で開催する芸術性の高い音楽活動を支援し、文
化芸術の発展・振興を図ります。

【実施内容】
　雅楽師（東儀秀樹）、ヴァイオリニスト（古澤巌）、ア
コーディオニスト（coba）の三楽師によるコンサート
を市内で開催します。
○開 催 日 : 平成 28年 10月 16日（日曜日）
○開催場所 : 伊達ふるさと会館　МDDホール

749 万円 300 万円

史跡整備保存活用事業 文化振興事業

財源（万円） 市の負担 国・県の負担
419 330 財源（万円） その他

300
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美術館と太田良平の作品

担当課 文化課

【目　　的】
　市民の芸術文化意識を高めるため「梁川美術館」を
拠点に芸術文化活動を推進します。

【実施内容】
　１階は彫刻家太田良平の常設展示場。２階の市民ギャ
ラリーでは作品発表や企画展を行っています。

1,400 万円

美術館管理運営事業

財源（万円） 市の負担 その他
1,394 6

担当課 文化課

【目　　的】
　伊達市特有の歴史や文化に触れる場として「伊達市
保原歴史文化資料館」を拠点に活動を行います。

【実施内容】
企画展示：�「鎌倉時代到来 !! 伊達朝宗がやってきた信達

地方」他
各種講座：郷土史講座・古文書講座　等（月１回の開催）
ワークショップ：勾玉づくり　等（毎週土・日開催）　

【前年実績】
企画展示：「伊達政宗展　－伊達に残る独眼竜の足跡－」
　　　　　「学びのある風景」
各種講座：郷土史講座・古文書講座　等（月１回の開催）
ワークショップ：「勾玉づくり」　他
イベント：秋の文化財まつり（11月 3日開催）　他

1,068 万円

歴史資料館管理運営事業

財源（万円） 市の負担 その他
987 81

イベントの様子（しめ縄づくり）

担当課 文化課

【目　　的】
　優れた芸術作品に親しんで貰うため、6件の美術館主
催・共催事業を計画しています。

【実施内容】
「片平仁展　3DCGで描く　明と暗」（4/19 〜 5/22）
「ふくしま緑の写真展」（6/10 〜 26）
「きくちちき展〜ちきばんにゃー〜」（7/9 〜 8/21）
「世界児童画展」（9/24 〜 10/2）
「野坂徹夫作品展」（11/11 〜 12/4）
「ＮＨＫふくしまの桜フォトコンテスト写真展」（未定）

【前年実績・効果】
　9事業 164 日間・6,967 人　

211 万円

美術館自主文化事業

財源（万円） 市の負担 その他
159 52


